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　ビリー フ調査の方法に関しては、Horwitz（1985、1987）のBALLI（Beliefs About Language Learning Inventory）
がある。Horwitz（1985）は英語学習者用に34項目からなるBALLIを作成し、教員や学習者のビリー フを調査している。





フと、母語話者とのインター アクションに関するビリー フの 2 つの分野に分け、さらに母語話者とのインター アクションに
関するビリー フを、異世代の母語話者とのインター アクションである「ビジター セッション」（以下、ビジター セッション）
についてと、同世代の母語話者とのインター アクションである「英語クラスとの交流授業」（以下、交流授業）について
とに分けた。
　日本語教育全般についてのビリー フは12 項目で、授業に臨む姿勢（教員主導 VS 学習者自律）、規範意識（規範














れている教員、徐 に々取り入れるのをやめた教員、交流授業のみ行っている教員を抽出し、これらの 5 名の教員に対し、
半構造化インタビュー を行った。
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4.　結果
4.1　日本語教育全般についてのビリー フ














a 学習者の習得の状況は教員によって左右される部分が大きい。 3.3125 0.7482
b 初級の学習者は文法が身につくまでは生の日本語に触れないほうがいい。 1.5000 0.6658
c 学習者の間違いは学習者自身に直させたほうがいい。 2.9032 0.8699
d 学習の成功にはクラス外での学習者の努力が不可欠である。 4.6875 0.5201
e 外国語を学ぶとき、その国で学んだほうがいい。 3.6563 0.7038
f 教員は授業中、「です／ます」体を使って話したほうがいい。 3.7813 0.8498
g 教員は授業では、既習文法のみを使って話すように心がけたほうがいい。 3.2188 0.8928
h 教員は初級の段階から自然なスピ ドーで話したほうがいい。 3.1935 0.9826
i 教員は毎時間、教授内容を定め、予定通りに授業を進行すべきだ。 3.5938 0.8716
j 学習者から質問があってもその時間の指導項目にないことは教えるべきではない。 2.3438 0.8173
k 教員は学習者が規律ある行動をとるように指示し、常に公平に接するべきである。 4.5161 0.7371
l 学習者の発話の間違いはその場で直したほうがいい。 3.4688 0.5913
　そこで、これらの項目間の関係をみるために、各項目間の相関を調べた。相関係数の算出には、統計解析ソフトウェ
アPASWStatistics18.0(SPSS)を用いた。
　その結果、相関係数が 5％水準で有意であった項目は、表 1中の、bとg(r=0.365、 n=31、 p<0.01)、cとe(r=0.575、 
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この点について、後述のインタビュー による補充調査の結果を合わせて考察する。
4.2　ビジターセッションに関するビリー フ




1 セッションの目的は日本の文化や習慣を学ぶことである。 3.5667 0.8337
2 セッションは学習者の話す練習にいい機会である。 4.2000 0.6579
3 セッションは学習者にとって知識を得る場である。 3.5667 0.8716
4 セッションがうまくいくかどうかは事前の教員の指示によって決まる。 3.3667 0.7038
5 セッションは話題を決めずに自由に会話したほうがいい。 2.1667 0.9416
6 母語話者は文法の修正をすべきではない。 2.8333 0.9537
7 母語話者は決められた授業内容から外れた話をするべきではない。 2.4000 0.9394
8 学習者はセッションに積極的に取り組むべきだ。 4.1000 0.6403
9 母語話者と学習者の会話に教員が口を出すべきではない。 2.9667 0.9816
10 学習者は教室外でも積極的に地域の人と交流すべきだ。 4.3333 0.5983
11 母語話者は日本についてよく知っているべきだ。 3.0333 1.0140
12 セッションが成功するかどうかは、母語話者によって変わる。 3.6552 0.9826
13 母語話者に学習者の発音を修正して欲しい。 2.3333 0.8571
14 母語話者は多くの経験を持っている人が良い。 3.1667 0.9645
15 母語話者は学習者の国の文化に興味を持つべきだ。 3.5667 0.9078
16 母語話者は聞き役になってほしい。 2.9333 0.8399
17 母語話者も学習者から何かを学ぶべきだ。 3.5000 0.7565
18 教員は学習者だけではなく、母語話者にも配慮すべきだ。 4.3333 0.7426
19 セッションは教員が中心になって進めていくべきだ。 3.0000 0.7184
20 学習者は日本の文化に興味を持つべきだ。 3.8000 0.6919
21 学習者は授業に関係のないトピックで話してはいけない。 2.2000 0.9974
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4.3　日本語教育全般に関するビリー フとビジターセッションに関するビリー フの相関

















5 セッションは話題を決めずに自由に話したほうがいい 0.417 
19 セッションは教員が中心になって進めていくべきだ -0.367 
e 外国語を学ぶとき、その国で学んだ
ほうがいい
10 学習者は教室外でも積極的に地域の人と交流すべきだ -0.363 
13 母語話者に学習者の発音を修正してほしい 0.421 
14 母語話者は多くの経験を持っている人が良い 0.396 
15 母語話者は学習者の国の文化に興味を持つべきだ 0.402 
g 教員は授業では既習文法のみを使っ
て話すように心がけたほうがいい
13 母語話者に学習者の発音を修正してほしい 0.381 
h 教員は初級の段階から自然なスピー
ドで話したほうがいい
 8 学習者はセッションに積極的に取り組むべきだ -0.391 
i 教員は毎時間授業内容を定め、予定
通りに授業を進行すべきだ











9 母語話者と学習者の会話に教員が口を出すべきではない 0.450 
14 母語話者は多くの経験を持っている人が良い 0.385 
18 教員は学習者だけではなく、母語話者にも配慮すべきだ -0.429 










12 セッションが成功するかどうかは母語話者によって変わる 0.389 
13 母語話者に学習者の発音を修正してほしい 0.362 
19 セッションは教員が中心になって進めていくべきだ -0.365 
20 学習者は日本の文化に興味を持つべきだ 0.373 
l 学習者の発話の間違いはその場で直
したほうがいい
1 セッションの目的は日本の文化や習慣を学ぶことである 0.361 
3 セッションは学習者にとって知識を得る場である 0.470 
11 母語話者は日本についてよく知っているべきだ 0.410 
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表4　交流授業に関するビリー フ
項目 平均値 標準偏差
1 交流授業の目的は日本の文化や習慣を学ぶことである。 3.0645 0.8920
2 交流授業は学習者の話す練習にいい機会である。 4.3226 0.7478
3 交流授業は学習者にとって知識を得る場である。 3.2258 0.8835
4 交流授業がうまくいくかどうかは事前の教員の指示によって決まる。 3.8710 0.4995
5 交流授業は話題を決めずに自由に会話したほうがいい。 2.2903 0.8638
6 母語話者は文法の修正をすべきではない。 2.5161 1.0605
7 母語話者は決められた授業内容から外れた話をするべきではない。 2.4194 1.0255
8 学習者は交流授業に積極的に取り組むべきだ。 4.0645 0.8538
9 母語話者と学習者の会話に教員が口を出すべきではない。 2.8387 0.8980
10 学習者は教室外でも積極的に学生母語話者と交流すべきだ。 4.4839 0.6768
11 母語話者は日本についてよく知っているべきだ。 3.0968 0.9783
12 交流授業が成功するかどうかは、母語話者によって変わる。 3.6452 0.9146
13 母語話者に学習者の発音を修正して欲しい。 2.7419 0.9650
14 母語話者は多くの経験を持っている人が良い。 2.9032 0.9076
15 母語話者は学習者の国の文化に興味を持つべきだ。 3.6667 0.7581
16 母語話者は聞き役になってほしい。 2.5484 0.8099
17 母語話者も学習者から何かを学ぶべきだ。 4.1613 0.6878
18 教員は学習者だけではなく、母語話者にも配慮すべきだ。 4.0968 0.7463
19 交流授業は教員が中心になって進めていくべきだ。 3.2258 0.7620
20 学習者は日本の文化に興味を持つべきだ。 4.0000 0.7746
21 学習者は授業に関係のないトピックで話してはいけない。 2.3226 0.9087
22 交流授業がうまくいくかどうかは学習者の参加態度によって決まる。 4.0323 0.6046
　さらに、この交流授業に関するビリー フとビジター セッションに関するビリー フを比較したところ、以下の 7 つの項目

































































































　インタビュー の対象は、ビジター セッションを継続的におこなっている教員1 名、ビジター セッションを以前は積極的
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